
令和５年度技術職員研修（第４専⾨技術群：⽣物・⽣態系）報告書 
第 4 専⾨技術群⻑ 医学研究科 中⻄ 聡

1． はじめに
京都⼤学技術職員専⾨研修（第 4 専⾨技術群：⽣物・⽣態系）が令和 5 年 7 ⽉ 12 ⽇（⽔）に株式会

社島津製作所三条⼯場内（京都市中京区⻄ノ京）
で⾏われた。開講に先⽴ち、研修の受け⼊れをご
担当いただいた島津製作所の森⽥様から全体説明
を頂き集合写真の撮影を⾏った。

開講式の後、講義を受ける施設となる島津製作
所 KYOLABS は 2019 年に島津製作所社員と社外
の⽅々が共同で新たな発想や研究を育む協創を⽬
的として開設されたと説明をいただいた。その
後、２班に分かれて KYOLABS 内に展⽰してあ
る島津製作所の機器について説明を受けた。次

に、教員講義として、医⽣物学研究所ウイルス共進化分野の宮沢孝幸准教授から「レトロウイルスとほ
乳類の共進化」についてご講義いただいた。

技術職員講義としては、医学研究科の中⻄聡技
術専⾨職員から「動物実験に島津製作所製品をど
のように活⽤しているか」について講義をいただ
いた。午後からは島津製作所ラボメカニクス BU
の花房信博様から「遺伝⼦解析装置 AutoAmp お
よび新型コロナウイルス検出試薬の開発」につい
て講義をいただいた。その後、３班に分かれ実習
1「MultiNA」、実習 2「MALDI-TOFMS」およ
び医⽤機器製品のショールーム⾒学を⾏った。

今回は、⼀般企業に訪問しての研修となり、学
内での研修とはかなり違う研修を⾏う事ができ

た。特に、島津製作所は分析機器を多く扱うメーカーであり⼤学の研究における「こんな事ができた
ら」というアイデアをぜひ具現化したい、という意気込みを⼤変強く感じた。また、今ある島津製作所
の製品をさらにこんな使い⽅があるなどを学ぶ機会となり、今後の職務の参考になる充実した内容であ
った。

2． ⽇程 
令和 5 年 7 ⽉ 12 ⽇(⽔)
開催場所：株式会社島津製作所三条⼯場内（京都市中京区⻄ノ京）
8：30 京都⼤学吉⽥キャンパス 正⾨前集合、貸切バスに乗⾞
9：00〜9：15  開講式
9：15〜10：00  島津製作所および KYOLABS の紹介
10：00〜10：15 休憩

島津製作所、森⽥様 

島津製作所、KYOLABS 交流エリア 
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10：15〜11：30 講義 1「レトロウイルスとほ乳類の共進化」 
医⽣物学研究所ウイルス共進化分野、准教授 宮沢孝幸 

11：30〜12：30 昼⾷・昼休み 
12：30〜13：15 講義 2「動物実験に島津製作所製品をどのように活⽤しているか」 

医学研究科附属動物実験施設、技術専⾨職員 中⻄聡 
13：15〜13：45 講義 3「遺伝⼦解析装置 AutoAmp および新型コロナウイルス検出試薬の開発」 

島津製作所ラボメカニクス BU 花房信博 
13：45〜14：00 休憩、準備 
14：00〜16：40 実習および⾒学（3 班に分かれて実施） 
・実習 1 MultiNA：島津製作所 SolutionsCOE 曽我部有司 
・実習 2 MALDI-TOFMS：島津製作所 SolutionsCOE 阪下七海 
・医⽤機器製品のショールーム⾒学：島津総合サービス 清⽔裕治 
16：40〜16：45 閉講式 
16：45〜17：15 貸切バスにて帰学、解散 
 

3． 参加者名簿 
No. 所属 ⽒名 所属群 備考 

1 医学研究科附属動物実験施設 杉原⼀司 第 4 群  

2 医学研究科附属動物実験施設 中⻄ 聡 第４群 群⻑ 

3 医学研究科附属動物実験施設 ⼭根知恵美 第４群  

4 医学研究科附属総合解剖センター 國領久美⼦ 第４群  

5 医学研究科附属総合解剖センター ⻑井秀樹 第４群  

6 薬学研究科 松下 淳 第４群  

7 医⽣物学研究所 
附属再⽣動物実験施設 

渋⾕ 翔 第４群  

8 医⽣物学研究所 
附属感染症モデル研究センター 

⼩中さつき 第４群  

9 医⽣物学研究所 
附属感染症モデル研究センター 

宮地 均 第４群 世話⼈ 

10 医⽣物学研究所 
附属感染症モデル研究センター 

吉⽥ 暖 第４群  

11 理学研究科 阿部邦美 第 3 群  

12 農学研究科附属農場 岡本憲茂 第４群 世話⼈ 

13 農学研究科附属農場 岸⽥史⽣ 第４群  
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14 農学研究科附属農場 ⼩⻄ 剛 第４群 世話⼈ 

15 農学研究科附属農場 ⻄川浩次 第４群  

16 農学研究科附属農場 野中勝利 第４群  

17 農学研究科附属牧場 ⽷⼭恵理奈 第４群  

18 農学研究科附属牧場 吉岡秀貢 第４群 世話⼈ 

19 ⽣態学研究センター 吉波理美 第４群  

20 フィールド科学教育研究センター 荒井 亮 第４群  

21 フィールド科学教育研究センター 紺野 絡 第４群  

22 フィールド科学教育研究センター 藤井弘明 第４群 世話⼈ 

23 ヒト⾏動進化研究センター 愛洲星太郎 第４群  

24 化学研究所 藤橋明⼦ 第 3 群  

25 防災研究所技術室 中本幹⼤ 第 2 群  

26 ⼯学研究科 植⽥義⼈ 第 3 群  
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4． 講義 1「レトロウイルスとほ乳類の共進化」 
医⽣物学研究所ウイルス共進化分野宮沢孝幸准教授 

講義 1 は教員講義として、医⽣物学研究所ウイルス
共進化分野の宮沢孝幸准教授からご講義をいただい
た。⽣物の進化、特にほ乳類の進化を地球の歴史と
共に紹介しながら解説していただき、進化にウイル
スがどういう役割を果たしていたのかを素⼈にもわ
かりやすい講義をいただき⼤変勉強になった。レト
ロウイルスは RNA ウイルスであり、感染した宿主の
細胞に侵⼊すると RNA を放出し、逆転写酵素により
DNA を作るので「レトロ」と呼ばれている。このよ
うにしてレトロウイルスが作った DNA を⽣殖細胞

の核に組み込むことでウイルスとして⽣き延びると共
に、遺伝⼦に⼤きな変化をもたらしてほ乳類が⼤きく

進化したという話は⼤変興味を持った。特に⼈類の全ゲノムのうち遺伝⼦は 2%だが、元々はレトロウ
イルスだったものが⼈類のゲノムに侵襲した結果、ゲノム内在性レトロウイルスと判定される部分が実
は遺伝⼦よりも多い 8%もある、というお話は、ウイルスは危険なものではなく、常にいっしょにある
ものとだという理解に⼤きく役⽴った。 
 

 
5． 講義 2「動物実験に島津製作所製品をどのように活⽤しているか」 

医学研究科附属動物実験施設、技術専⾨職員 中⻄聡 

講義 2 は技術職員講義として、医学研究科附属
動物実験施設の中⻄聡技術専⾨職員から講義を頂
いた。動物施設の紹介から⼊り、他部局の職員や
島津製作所の社員など専⾨外の⽅にもわかるよう
に実験動物についての説明があり、講義の導⼊部
として⾮常に重要な役割をしていた。遺伝検査の
基礎として従来の DNA 抽出⽅法や電気泳動につ
いて説明したうえで、⾃らが携わる業務について
の問題点について島津製作所の製品である
Ampdirect や MultiNA をどのように活⽤し、業務
の改善につなげていったかを紹介されていた。その
過程で島津製作所と協⼒して Ampdirect の改良にも
貢献した事が感じられる内容であった。宮沢先⽣の時もそうであったが、島津製作所の社員の⽅にも講
義を聞いていただき、いつもの学内での講義では得られない「いつもと違う視点」を考慮した講義であ
り、同じ技術職員として参考になる内容が多く⾮常に刺激を受けた。 
 
 

ウイルス共進化分野、宮沢孝幸准教授 

技術専⾨職員 中⻄聡 
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6． 講義 3「遺伝⼦解析装置 AutoAmp および新型コロナウイルス検出試薬の開発」 

島津製作所ラボメカニクス BU 花房信博 

新型コロナウイルスの流⾏で⼤変な注⽬を
あつめた PCR 検査だが、実はきれいな PCR
検査を⾏うにはさまざまな難関が待ち受けて
いる。⼀般の⽅は結果だけ⾒て検査がきちん
とできている、と思っていると推察するがそ
の安定した結果を出すためには、PCR を研究
で利⽤する場合でも⼤変である。例えば検出
につかう導⼊部分の設計や、阻害物質の排除
さらに適切な温度コントロールと温度を上げ
下げする回数などさまざまな条件をしっかり
と検討しなければきちんとした結果につなが
らない事が多い。今回ご講義いただいた遺伝
⼦解析装置 AutoAmp は島津製作所が開発し
た Ampdirect 技術という DNA や RNA 抽出を
することなく検体を直接 PCR 検査に使う技術を利⽤し、新型コロナウイルスを⼩さな診療所でも検査でき
る画期的な装置であった。今回の講義では新型コロナの検査に使えるように市場の要望に対応し、⾮常に早
く開発を進め、機械⼯業デザイン賞なども受賞したという内容であった。いまは新型コロナが対象である
が、PCR を⾏う装置なので、DNA で検出が実施できる他の細菌やウイルスの検査にも利⽤可能な装置であ
り、多様な感染症検査にも応⽤可能な装置であった。今後の利⽤の範囲が広がることを期待したい。 

 
 
7. 実習 1 MultiNA 

島津製作所 SolutionsCOE 曽我部有司 

 DNA/RNA のサイズを測定する場合、通常は
アガロースゲルを使った電気泳動が⼀般的であ
る。これを全⾃動で⾏い、かつ検出感度もアガ
ロースゲル電気泳動よりも⼀桁⾼い感度で実施
できる装置を説明していただき、実際の検査を
体験させていただいた。想像していた以上に⼩
さくそしてランニングコストも低価格であり、
もっと普及しても良いのではないかを個⼈的に
は強く感じた。特に、違う⽇に実施した電気泳
動写真を切って貼り合わせるのは論⽂上では不
正とがされているが、この機器を利⽤すれば泳

動像はデータとして蓄積されているので、サンプルの順番を並び替えも可能であり、違う⽇に実施したデー

島津製作所ラボメカニクス BU 花房伸博 

MultiNA と島津製作所 SolutionsCOE 曽我部有司 

第４専門技術群（生物・生態系）研修

155



 

 

タも泳動条件が同じであれば⼀緒に表⽰できるので、無駄な泳動を繰り返す必要もなく、⼤幅に時間短縮が
可能だと感じた。また、アレルゲン物質の検出や、⾷品、医薬品などへの異物の混⼊、を検出する事も可能
であり、例えば⼀括りに「マグロ」であってもそれぞれクロマグロ、ミナミマグロ、メバチマグロなどきち
んと何マグロであるかを判別する事に応⽤が可能なこれからの利⽤が⼤いに期待される装置であった。 
 
8. 実習 2 MALDI-TOFMS 

島津製作所 SolutionsCOE 阪下七海 

 島津製作所の⽥中耕⼀さんがノーベル賞
を受賞されたことで有名になった質量分析
装置について説明を受け実習を⾏った。こ
ちらも思った以上に⼩さかったがお値段は
なかなかの製品であった。ごく簡単にいう
と調べたい物の中に、分⼦量いくつのもの
がどのくらい含まれるかを測定する装置
で、測定はサンプルを調整してプレートに
1ul 程度を滴下して乾燥させて装置にセット
するだけ、というこれまた簡単な操作で測
定が可能であった。原理はサンプルにレーザ
ーを当ててそこから⾶び出したイオン化した分⼦が軽いものは早く⾶び、重いものは遅く⾶ぶ、ことを利⽤
して分⼦量を測る装置であった。簡単に書いてはみたが正直に⾔うとそんなことが出来るのかと⾮常に不思
議な装置であった。この装置の応⽤として微⽣物の同定が可能との事であった。単離し培養した細菌を測定
し、どの分⼦量の物質がどのくらい含まれているかをデータベースと⽐較する事で単離した細菌が何である
かを同定する⽅法であった。かつて細菌の同定は選択培地を使ったり、染めて形を⾒たり、細菌の栄養要求
を専⽤のキットで培養して調べたりと何⽇もかかるのが普通だった。それがこの装置を利⽤すればすぐに細
菌の同定が可能だと知りそんな使い⽅もあるのかと、かなり驚かされた。 
 
9. 医⽤機器製品のショールーム⾒学 

島津総合サービス 清⽔裕治 

MALDI-TOFMS と島津製作所 SolutionsCOE 阪下七海 
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 島津製作所が扱っている医学⽤機器製
品のショールームを⾒学した。レントゲ
ン博⼠が X 線を発⾒した 11 か⽉後には
島津製作所にて X 線写真の撮影に成功し
たそうである。その後、⽇本初の医療⽤
X 線装置を完成するなど、我が国におけ
る医療⽤ X 線装置のパイオニアとして、
現在も医療⽤画像診断機器開発を牽引し
ていることが良く分かるショールームと
なっていた。通常は病院などで使われる
X 線装置、近⾚外線を利⽤したイメージ
ング装置、頭部・乳房⽤ PET、⾎管撮

影システムをサンプルデータや実際に稼働させて⾒学する事ができた。乳房専⽤ PET は、マンモグラフィ
ー検査のような痛みを伴わない検査が可能だそうである。どれも通常は病院で使われている最新機器で、医
学研究科の技術職員の⽅はこれを⾒るために参加した、と発⾔するくらい、⼀般の⽅は普段⾒ることができ
ない最新の機器であった。具体的な装置を⾒学し、実際に触ることができたのは⾮常に参考になった。 
 
 
10．総括 
 新型コロナが第５類に引き下げられ、4 年ぶりに⾏動制限のない研修を⾏う事ができた。そこで今回は京
都を代表する企業である島津製作所三条⼯場に訪問し、ライフサイエンスを中⼼とした講義、実習および⾒
学を⾏う研修を企画した。何度も島津製作所の社員の⽅々と打合せを⾏い講義や実習の内容だけでなく、社
員⾷堂をスムーズに利⽤できるように計画を進めてきた。その甲斐もあり⾮常にタイトなスケジュールだっ
たにもかかわらず、⼤きな問題もなく無事に修了することができた。協創を⽬的とする島津製作所
KYOLABS で⽣物系の分析機器に関連する講義を 20 余名の社員の⽅々と⼀緒に受講することで、研修を受
けるだけでなく、京都⼤学として情報提供できたことは⾮常に有意義であった。これをきっかけに新たな分
析機器の開発や共同研究が始まる事を期待する次第である。 

最後に、ご講義をいただいた宮沢孝幸准教授、中⻄聡技術専⾨職員および島津製作所ラボメカニクス BU
の花房信博様と実習にてご指導いただきました島津製作所の皆様には、多忙な中、多⼤なご協⼒をいただい
たことに謝意を表したい。 
 

ショールームと島津総合サービス 清⽔裕治 
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島津製作所 KYOLABS 参加者の集合写真 
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